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春作におけるメロンの水耕栽培(その2)

大久保 樹 ・大

島 博

HydrOponic Culture Of Me10n(C%ご切物がs物 冴οL.)

Plants During Spring SeasOn(Part Ⅱ)

Naoki OHKUBO,Kayo OHsuGI,HirOshi MuRAKAMI

Hiromi MIsHIMA and Hiroaki AKIYOSHl

S u n l r n a r y

ヽヽアc investigated the 8rOwth and fruit quality Of twO cuitivars(Tokai R and

Knight)Of melon plants(C″ c″772な初ダθL)under two hydropOnic systems(NFT and

DFT)during spring seasOn The percentage oF seed gerrninatiOn was greatcr in

Knight than TOkai R EC in the nutrient s01ut10n vマas stable at early stages, and

rapidly declined tOward floM′eringi then gradually increased after the Onset Of net

formatiOn Solution pII slightly declined firsti then remained cOnstant and rapidly

decreased durtng fruit set through the completiOn Of net fOrmationi and thereafter

gradLlally increased The amount Of nutrient sOlutiOn absOrbed by plants gradually

increased tOM′ard pinchingi and after a transient decline, increased during f10、vering
thrOu8h the onset of net formation, f0110、ved by a stight decline, and then reached

thc maxilnum at the end of net fOrmation There 、vas no difference in total s01uble

solids cOntent at early stages betHFeen the twO species but the final cOntent of

Kni3ht Was sOmewhat superiOr tO that Of TOkai R The size of uppermost leaves

was greater in Tokai IR than Kn18ht and in DFT than NFT Fruit size and weight

were larger, and the percentagc of high graded fruit 、vas greater in Kn18ht than

Tokai R There M′ as no differcnce in fruit quality bet、veen the systems btlt the

percentage Of high graded fruit 、vas greater in DFT TherefOre in hydrOponic cuiture

of me10ns,Knight in thc DFT system is recOmmended HOwever,when Tokai R is

grown,NFT is preFerred

ガラス温生などの施設の建設には莫大な費用がかかる。したがって、建設コス トを回収するために
は施設の生産性を高める必要がある。その方法としては利用率を高めたり、より収益性の高い作物を
導入することなどが考えられる。このようなことから、現在わが国の温宝メロン栽培においては栽培
翔」1胡が矩く、周年栽培がllT能であるアールス系統の栽培が■流をなしてきた2,い。当農場において

も、アールス系統の地床栽特、金網ベット栽培および養液栽特を行ってきた。 しかし、養液栽培にお
いては高品質でかつ、安定した生産技術はいまだ確立されていない。前報

3,の
木作におけるメロンの

養液栽特では、ナイ トがセイスょりも有聖であった。そこで、今回は東海Rと ナイ トを用い、本作メ

緒
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ロンの差液栽培において品種と栽培方式の違いが央実重、呆突径、糖度、天夫径および根重
に及ぼす

影響を調介 した。なお栽培方式として、シ
ー トカルチャー(NFT,Nutrttnt Flm Technique)とハイポ

ニカ(DFT;Dcep Fllm Technique)1)を 月lt たヽ。

材料および方法

本調査は肖農場の
一般果菜温室(159斌)で行った。供試r『i種として、ア

ールス系統の東海R230とナ

イ ト奉 ・秋系の 2品種を用いた。これらの品種を1995年2月 10日に30℃のlll温器で24時間催芽させた

後、510×360mmの育高箱に播ITlした。その後、 2月 20日に育苗柑に移植 して育首を行った。苗
は

NFTお よび DFT装 置を月」い、40cm陪1隔に定植した。

液肥の作成には大塚ハウス 1号 と2号を使用し、使用割合は 3!2と した。温室内の最高温度を30

℃、最低温度を16℃とし、暖房は温湯ボイラ
ーと温風ヒーターの併用で行った。養液はヒ

ーターを用

い、油た度を20℃にして施用した。養液にヒ
ーターを入れる期間は 4月 中旬までとした。EC濃 度は

1.0～2.0の問とした。 pHは 5.5～6.5の範囲に調整した。根の病気防lLのため、
パンソイル乳剤を10

ppmの 濃度で、 1週 間に
一度ずつ養液に加えた。また、うどんこ病や立枯れ病などの病気、オンシツ

コナジラミ、アブラムシ、アオムシなどの害虫の発生に注意した
3)。

メロンの栽持管コLは次のとおりに行った。すなわち、定植 ;3月 10日、摘芯 ,4月 8日、開花 ;4

月13日、押̀ 果;4月 20日、ネット始 ;4月 28日、ネット終 ;5月 7日、収穫 ;6月 12日であった。果

実の収穫は交配後60日目に行った。

(1)EC濃 度、 pH、 液肥吸収量および水分吸収量の変化

メロンの生育状況に伴 う養液のEC濃 度、 pHお よび吸収量の推移を調べるために、養液調整前後

のEC濃 度、 pHお よび養液量を測定した。なお養液調整は過に 3口行った。

(2)メ ロンの生育状況

発芽率は束海Rと ナイトのRIl子を各200粒ずつ播種 して調べた。天葉(一番上の実)径は各区から

5ヶ所ずつ天柴の横径を淑」定した。なお、同時期に地床栽培(F棟 ガラス温室)と金網
ベット栽培(G

棟ガラス温室)していたメロンの天葉径も同様に淑」定し、これらとの比較をした。また〔棋重は各区か

ら2ヶ所ずつ根を取 り出し、十分乾燥させた後重量を言十り、 1ぷ 当たりに換算して示した。

(3)果 実品質

栽培期間中、週に 2阻1(月、木曜日)果径調査を行った。各区から5個体ずつ果実の縦径および横径

を淑」定し、肥大の推移を調べた。果実垂、糖度は各区:から無作為に取 り出した 5個体を用いて測定し

た。なお、果実亜については地床栽特と金網ペット栽培したメロンについても測定し、これらとの比

4交をした。また、良i吊率は各「Xの メロンについて、形が良好で、ネットが揃いよく盛 り11がっていた

果実の中から果実重が1.3kg以上をAラ ンク、1.0～13叱 をBラ ンクとし、1.Okg以下の果実、奇形果

およびネットの出方の悪い果実をCラ ンクと区分した。

結果および考察

(1)EC濃 度、 pH、 液肥吸収量および水分吸収量の変化

養液のEC濃 度は、定植から3月 28日まで比較的安定していた(第1図)。その後、開花までは急激
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第 3図  水 耕方式および品種の違いが液肥吸収量の推移に及ぼす影響
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第 4図  水 耕方式および品種の違いが水分吸収覧の推移に及ぼす影響
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にEC濃 度が低 ドした。これは、この期間には植物体の生長や果実の肥大生長に養分を必要とするた
めと考えられた。ネット出始めから終わ りにかけて、EC濃 度は徐々に高まっていった。なお、
NFTと DFTの 数値の差違は、養液槽の容量の違いによるものである。

差液のpHは EC濃 度が安定している時期においても低下した(第2図)。その後、比較的安定する
が、着果からネット終わりまでは急激に低下した後、徐々に に昇し安定した。

液肥の吸収量は、定植から摘芯までは徐々に増加した(第3図)。その後、一度減少したが開花から
ネット出始めまではかなりの液肥を吸収した。また、ネット出始めに一度減少したがネット終わり頃
には最高の吸収量を示 し、その後は一定の吸収量になった。これはネットが終わると樹は養分をあま
り必要としなくなり、樹体維持のために必要な量のみを吸収するためと思われた。

木分の吸収壁は、液肥の吸収竜とほぼ同じ推移であった(第4図)。

(2)メ ロンの生育状況

発芽率についてみると、ナイ トは86.5%であったのに対 して、東海Rは 685%と 代かった(第5
図)。糖度の推移では、束海R、 ナイ トともに 6月 8日においては12.8%と差がなかったが、その後は
ナイトが東海Rよ りも高い値を示した(第5図 )。

( % ) 精度

ナイト 5 / 2 4

(g)根 乾物重

6/8

月/日

6/12

第 5図  種 子の発芽率と水耕方式および品種の違いが精度、

東海 R

ナイ ト   ナ イ ト

東海R

NFT   DFT   NFT   DFT

方式

天案径、根乾物重に及ぼす影響

NFT DFT NFT DFT

方式

軍輩翌1 東海R ナイト
ナイト 東 海R
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天葉径についてみると、品種問では東海Rが ナイ トよりも大きかった(第 5図 )。方式別では、

NFTが DFTよ りも若千大きかった。また、養液栽培した東海Rと 同じ時期に栽培していた地床栽培

と金細ベット栽培の束海Rと 比較してもかなり大きかった。業の大きさは最大葉の巾で27～30cmが普

通であるが
1)、
養液栽培では突が大きくなる傾向があると思われた。実が大きいと葉が重なりあって

光合成の効率が悪くなったり、業の付け根が折ね″やすくなるなどの問題点が生じるため、今後、養液

栽培においては柴をあまり大きくしないようにする必要があると思われる。

棋乾物重についてみると、東海Rで は NFTが DFTよ りも充実していた(第5図)。しかし、ナイ

トにおいては方式別による差はみられなかった。いっぼう品種間については、今回の調査でははっき

りとした結果がでなかった。

(3)果 実品質

央実径(縦径、横径)の推移についてみると、品種間ではナイ トが東海Rよ りも大きかった(第 6

図)。方式別でみると、東海Rで は NFTが DFTよ りも大きかったが、ナイ トでは方式別での差はみ

られなかった。メロンの理想形は、横径10に対して縦径が 9の比率が外観上正球形に見えるために良

いので1)、メロンの縦径と横径の差が少ないナイトの方が形の上からは良いと思われた。

( c m )

20

16

12

8

径横径縦 ( c m )

20

16

12

8

4

4/29

(k9)果実重
2

5/22 4/17   4/29

(%) 精 度
20

5 / 1 1     5 / 2 2

月/ 日

5/11 6/3

NFT DFT NFT DFT

方式

全網 NFT   DFT   NFT

方式

第 6図  水 耕方式および品種の違いが生育と果実品質に及ぼす影響

打口

，

ナイト
東海 R
一一■ 東 海R
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果実垂とネットの盛 り上がりについてみると、品種間ではナイトが東海Rよ りも重く、ネットの盛

り上がりも良かった(第6図)。方式別でみると、ナイトでは央実重のとがほとんどなかったが、東海

Rで は NFTヵ ミDFTょ りも若千亜かった。 したがって、養液栽培ではナイ トが東海Rよ りも作 りや

すい占FI種であると考えられた。また、東海Rに ついて同じ時期に地床栽培および金網ベット栽培した

ものと比較すると果実重はほとんど差がなかった。ネットの盛 り上がり方も、 11耕栽培と1珂程度に盛

り1とがっていた。したがって、養液栽培においても上耕栽培と同程度の呆実重にすることは'可能であ

ると考えられた。

糖度についてみると、「〒「種問、方式別ともに差はほとんどなく、どの区も13%以上の糖度になった

が、NFTに おけるナイ トが少し低かった(第6図)。ナイ トは東海Rよ りも風味、食llAの上で劣るの

で、もう少し糖度を上げる必要があると思われた。

活果率についてみると、ナイ トは定植した個体全部に着果したが、東海Rで は NFT、 DFTと もに

無着果rllll体がみられた(第7図)。

( % )
1 0 0

東海 R

N F T D F T N F T D F T

方式

第 7図  水 耕方式および品種の違いが果実の良辞:率に及ぼす影響
A― 無活果
B-10吃 以下の果実、奇形果およびネットの出力の恵い果実
C一史品で10～ 13蛇の果実
D― 良品で131g以上の央実

良品率についてみると、『I紅間ではナイ トが東海Rよ りも良品率が高かった(第 7図 )。方式別でみ

ると、ナイ トでは DFTが NFTよ りもAラ ンクの果突が多かった。いっぼ う、東海Rで は NFTが

DFTょ りもAラ ンクの果実の割合が高かったが、商品種をあわせて方式ガUにみると、DFTの 方が

NFTょ りも優れていると思われる。このことから、メロンの養液栽培においては DFTに よるナイ ト

が良いと思われた。

以上の結央、メロンの養液栽培は玉太 りが良く、ネットがょく綿1い、盛 り上が りも良いことが明ら

かとなった。前報
3)のナイ トと比較 しても、品質の面ではほとんど差がなかった。また、濯水をしな

くてよいこと、追肥がす ぐに効 くことや連作障害がないことなど多 くの利点があった。 しかし、業の

亜な り合いが大きかった り、湿,質の面でも精度が上が りにくいなどの欠点があった。今後は液体微量
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要素複合肥料が水耕 メロンの生育に及ぼす影響を調査す
るとともに、糖度を高めるための栽培方法を

検討する必要がある。また、秋作 メロンの養液栽培
における各種の調査にも取 り組む必要があると思

わ加夕る。

本季に NFTと DFTの 2種類の水耕装置を用
いて、 2!吊種のメロンについて各種の調査を行っ

た。和子の発芽率はナイトが東海Rよ りも良かった。生育初期
には養液のEC濃 度は最初安定してい

たが、開花にかけて急激に低下した。ネット出始めから終わり
にかけて徐々に高まっていった。 pH

は最初低下し、その後安定したが、寿果からネット終わりま
では急激に低下した後、徐々に上昇し安

定 した。液肥の吸収社は摘芯までは徐々に増加した。その後、
一度減少したが開花からネット出始め

までは吸収昼:が増加した。ネット出始めに
一時減少したもののネット終わりは最高の吸収量を示し、

その後、
一定の吸収量になった。糖度は最初たがなかったが、最終的

にナイ トが東海Rを 卜L口]った。

天葉径は1吊Trl別では東海Rが ナイ トより大きかった。方式別
では NFTカ ミDFTよ りも若千大きく

なった。品種別における果実の占|,質を比岐すると、果実径と果実重
はナイトが東海Rよ り大きく、良

品率も高かった。方式別では果実品質にはほとんど差がなかった
が、良品率は DFTが NFTよ りも

良かった。したがって、メロンの養液栽培においては、ナイ
トの DFT方 式による栽培が有喫である

と考えられた。また、東海Rを 水耕装置で栽培する場合は、
NFT方 式が適していると思われた。
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